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４．在庫管理 【動画】 

4.1 在庫管理とは 

在庫管理問題とは例えば以下の図のように供給元（問屋や工場など）から出荷された原料

や製品などを一時的に保管し、需要先（顧客や商店など）の要求に応じて出荷する、店舗や

倉庫、物流センターなどでの商品管理の問題です。在庫量が多ければ保管費用がかさみ、在

庫量が少なければ需要先からの要求に欠品が生じます。欠品が起こらないで、費用もできる

だけ抑えられる、適正な在庫量はいくらしょうか。このような問題に対して、どのような条

件でどれだけの量を供給元に発注するのかを決めるのが在庫管理の問題です。 

供給元 在庫 需要先
入荷 出荷

発注 発注
 

図 1 原料・中間原料・製品・商品などの在庫管理 

在庫が少なくなったら、供給元に発注しますが、商品はすぐに届くわけではありません。

発注してから届くまでには時間がかかります。これを調達期間といいます。また、需要先か

らの要求も決まった量がくるとは限りません。多いときもあれば少ないときもあります。理

論的にはこの出庫量を正規分布とみなし、平均と標準偏差（ばらつき）を考えます。このよ

うな情報を元に在庫管理の方法が決められます。 

まず在庫管理に必要な情報を見てみましょう。 

必要な情報 

調達期間（リードタイム） L日 

これは発注から入庫までの間隔です。 

出庫の量（確定的か確率的か？） 

一般に正規分布で近似しますが、確定的な場合は標準偏差 0 と考えます。 

我々が決定する事項は以下のような発注時期や発注量です。 

決定事項（重要な意思決定） 

発注時期（いつの時点で発注するか？）在庫の量 I または発注間隔R  

発注量（どれだけ発注するか？）Q  

ここでは単位として日を使っていますが、これは分かり易さのためで特に日に限るわけで

はありません。。 

この問題を解決する方法として、ここで取り上げるのは基本的な２つの方法です。１つは

発注が必要になった時に一定の量を発注する定量発注方式で、もう１つは一定の期間をお

いて必要な量を発注する定期発注方式です。これらは初歩的な方法ですが、複雑な方法の基

礎として、考え方を学んでおくことは意味があります。それではそれぞれの方法について分

けて見て行きましょう。 

https://youtu.be/bEgDuMrC00s
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4.2 定量発注方式 

定量発注方式というのは倉庫の在庫量がある基準以下になったとき、決まった一定の発

注量を発注する方式です。定められた一定の発注量は管理者が需要量を見て決めておきま

す。基本は在庫量をできるだけ少なく保つことですが、発注した製品が届くまでの間に需要

によって欠品が生じないようにすることが重要です。定められた一定の発注量、出庫の平均

と標準偏差、発注から入荷までの調達期間が分かっているとき、欠品の危険率（許容確率）

を定めて、在庫量がいくつになったら発注するかという発注点を求めます。定量発注方式に

必要な情報とそれから決定される事項は以下の通りです。 

必要な情報 

発注量 Q
 

調達期間（リードタイム） L（日） 

１日当たりの出庫（確率的） ),( 2N  

平均 （個）、分散 2 （標準偏差 個）の正規分布を仮定 

欠品の危険率（許容範囲） %100  

決定事項 

発注点（在庫量がどこまで減ったら発注するか？） 

 

在庫の量をグラフにしてみると、以下のような変動になります。 

 

図 2 定量発注方式イメージ図 

発注点を求めるための公式を書いておきましょう。 

公式 定量発注方式 

１日当たりの出庫 平均 （個）、分散 2 （標準偏差 個）の正規分布 

発注量：Q  調達期間（リードタイム）： L（日） 品切れの危険率： %100  

安全係数を )1(  −= normsinv として、在庫が LLI  += になった時点（発注点）

で、Qの量を発注する。 

サイクル在庫： 2Q 、安全在庫： L 、理論在庫： LQ +2  

ここでサイクル在庫は発注量の半分、安全在庫は発注が多かった場合に品切れを起こさな

いため上乗せする在庫量、理論在庫はその合計です。安全在庫は、欠品の危険率から求まる
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安全係数を、調達期間全体での需要の標準偏差 L に掛けて求めます。安全係数は標準

正規分布の上側確率 の値です。 

 

例 

1 日当たりの出庫の平均 20 個、標準偏差 5 個、欠品の危険率 5%以下、調達期間 7 日のと

き、発注量 200 個の定量発注方式として以下の問いに答えよ。 

1 日当たりの出庫の平均 20 個、標準偏差 5 個、欠品の危険率 5%以下、調達期間 7 日のと

き、発注量 200 個の定量発注方式として以下の問いに答えよ。 

１）安全係数を求めよ。 

)1(  −= normsinv ＝［ 1.645 ］ 

２）サイクル在庫、安全在庫、理論在庫を求めよ。 

サイクル在庫： 2Q ＝［ 100 ］（個） 

安全在庫： L ＝［ 21.76 ］（個） 

理論在庫： LQ +2 ＝［ 121.76 ］（個） 

３）発注点在庫量を求めよ。 

=+= LLI  ［ 161.76 ］（個） 

 

これまでは Excel などを意識して説明をしてきましたが、C.Analysis でこれを実現する

ことができます。[分析－ＯＲ－在庫管理]を選択すると、以下のような分析実行画面が表示

されます。 

 

図 3 在庫管理実行画面 

この画面に手入力する場合は、与えられたデータを左のテキストボックスに入力します。特

に必要なデータは、左の項目名の後ろに「*」印を付けています。間違いのないよう入力し、

右上の発注方式を「定量」として、「在庫データ出力」ボタンをクリックします。結果は以

下のようになります。 



経営科学 第 9回 

9-4 

 

 

図 4 在庫データ出力 

以下の定期発注方式も同様に計算できます。 

 

4.3 定期発注方式 

定期発注方式は、予め発注間隔で定めた一定期間ごとに、必要な発注量を発注する方式で

す。基本は在庫量をできるだけ少なく保つことですが、発注した製品が届くまでの間に需要

によって欠品が起こらないようにすることが重要なのは定量発注方式と同じです。予め決

めた一定の発注間隔、出庫の平均と標準偏差、発注から入荷までの調達期間が分かっている

とき、欠品の危険率（許容確率）を決めて、発注量をいくらにすればよいのかを求めます。

定期発注方式に必要な情報とそれから決定される事項は以下の通りです。 

必要な情報 

発注間隔 R （日） 

調達期間（リードタイム） L（日） 

１日当たりの出庫（確率的）  ),( 2N  

平均 （個）、分散 2 （標準偏差 個）の正規分布を仮定 

決定事項 

最大在庫量Mを求める。 

発注量は 最大在庫量－発注時在庫量－発注残量 

ここで注意することは、在庫の量は今回発注を済ませたら次回入庫まで調整できない、とい

うことです。まず今回の発注から次回の発注分の納品まで期間が RL + であることに注意し

ます。この間に在庫不足の起こらないように、最大在庫量M というものを求めます。発注

量はそれから、現在の在庫量や発注残量を引いて求めます。 

RLRLM +++= )(   ：安全係数 

発注量 IMQ −=    L R の場合は計算値から未納分を引いておく。 
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図 3 定期発注方式イメージ図 RL  の場合（ RL  の場合） 

公式 定期発注方式 

１日当たりの出庫 平均 （個）、分散 2 （標準偏差 個）の正規分布 

発注間隔：R （日） 調達期間（リードタイム）：L（日） 品切れの危険率 %100  

安全係数を )1(  −= normsinv 、最大在庫量を RLRLM +++= )(  として、発

注間隔ごとに、最大在庫量－現在の在庫量－現在の発注残量 を発注する。 

サイクル在庫： 2R 、安全在庫：  RL + 、理論在庫：  RLR ++2  

 

ここでサイクル在庫は発注間隔での平均需要の半分、安全在庫は発注が多かった場合に

品切れを起こさないため上乗せする在庫量、理論在庫はその合計です。安全在庫は、欠品の

危険率から求まる安全係数  を、発注から納品までの期間全体での需要の標準偏差

L R + に掛けて求めます。安全係数は標準正規分布の上側確率 の値です。 

 

例 

1 日当たりの出庫の平均 20 個、標準偏差 5 個、欠品の危険率 5%以下、調達期間 7 日のと

き、発注間隔 10 日の定期発注方式として以下の問いに答えよ。 

１）安全係数を求めよ。 

)1(  −= normsinv ＝［ 1.645 ］ 

２）最大在庫量を求めよ。 

 RLRLM +++= )( ＝［ 373.91 ］（個） 

３）サイクル在庫、安全在庫、理論在庫を求めよ。 

サイクル在庫： 2R ＝［ 100 ］（個） 

安全在庫： RL + ＝［ 33.91 ］（個） 

理論在庫： RLR ++  2 ＝［ 133.91 ］（個） 

４）発注日に前の発注の残りはあるか。 ［ある・ない］ 

 

C.Analysis でこれを実行する場合、図 3 の分析実行メニューで、「発注方式」を「定期」ラジ

オボタンに変えて、「在庫データ出力」ボタンをクリックします。 
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問題 

1 日当たりの出庫の平均 30 個、標準偏差 4 個、欠品の危険率 1%以下、調達期間 3 日のと

き、以下の問いに答えよ。 

発注量 150 個の定量発注方式 

１）安全係数を求めよ。（定量でも、定期でも同じ） 

)1(  −= normsinv ＝［      ］ 

２）サイクル在庫、安全在庫、理論在庫を求めよ。 

サイクル在庫： 2Q ＝［      ］（個） 

安全在庫： L ＝［      ］（個） 

理論在庫： LQ +2 ＝［      ］（個） 

３）発注点在庫量を求めよ。 

 =+= LLI  ［      ］（個） 

発注間隔 7 日の定期発注方式 

４）サイクル在庫、安全在庫、理論在庫を求めよ。 

サイクル在庫： 2R ＝［      ］（個） 

安全在庫： RL + ＝［      ］（個） 

理論在庫： RLR ++  2 ＝［      ］（個） 

５）最大在庫量を求めよ。 

 RLRLM +++= )( ＝［      ］（個） 

６）発注日に前の発注の残りはあるか。 ［ある・ない］  ヒント：L<R 

 

問題解答 

１）安全係数を求めよ。 

)1(  −= normsinv ＝［ 2.326 ］ 

２）サイクル在庫、安全在庫、理論在庫を求めよ。 

サイクル在庫： 2Q ＝［ 75 ］（個） 

安全在庫： L ＝［ 16.12 ］（個） 

理論在庫： LQ +2 ＝［ 91.12 ］（個） 

３）発注点在庫量を求めよ。 

=+= LLI  ［ 106.12 ］（個） 

４）サイクル在庫、安全在庫、理論在庫を求めよ。 

サイクル在庫： 2R ＝［ 105 ］（個） 

安全在庫： RL + ＝［ 29.43 ］（個） 

理論在庫： RLR ++  2 ＝［ 134.43 ］（個） 

５）最大在庫量を求めよ。 

 RLRLM +++= )( ＝［ 329.43 ］（個） 

６）発注日に前の発注の残りはあるか。 ［ある・ない］ 

 


